






A.研究目的 

幼児を対象に現状での日常的な身体活動状況を調査し、運動不足になる原因を把握するこ

とによって幼児が好んで体を動かすようになる方策を提供することである。このためには

幼児の運動についてその質と量を簡便に評価する方法を検討することもこの研究の大きな

目的である。 


